
舌下免疫療法（スギ：シダキュア、ダニ：ミティキュア）について 

 

舌下免疫療法とは： 

・スギ花粉症やダニアレルギーなどは、体が「アレルゲン（アレルギーの原因物質）」に過
剰に反応することで起こります。 

・舌下免疫療法は、そのアレルゲンを舌の下に少しずつ投与して、体を慣らしていく治療
です。 

・アレルギー体質そのものを改善していく、「体質改善を目指す」治療法です。 

・舌下免疫療法を含むアレルゲン免疫療法は、約 8割の患者さんで効果があると言われて
います。 

・治療効果はすぐに実感できません。しかし、治療中断してしまうと、より効果が減弱し
てしまうので、根気強く 3～5年間は続ける必要があります。 

 

対象となる方： 

・日本では、医師の診察と検査でスギ花粉症やダニアレルギーと診断された方のみ、保険
で治療することができます。 

・上記の方で、５歳以上であれば、小児でも成人でも実施できます。小児の場合はご家族
の方のサポートが必要です。 

 

治療の流れ： 

・初めての投与は院内で行います。投与後、30分間院内で経過を観察します。 

・医師の診察後に投与可能と判断された場合は、その日に処方された舌下錠を、薬局から
もらって再度院内へ持参してください。その後、看護師と確認し院内で舌下投与くださ
い。 

・以降は自宅で1日１回、舌下投与を続けてください。 

・1週間後に受診していただき、継続して投与する濃度の濃い錠剤を処方します。 

・投与時は、舌下錠を舌の上に置いて、1分間、唾液をためてから飲み込みます。 

・小児の場合は、大人のいらっしゃるところで投与してください。 

・投与後5分間は、うがいや飲食はできません。 

・舌下錠を投与する前後 2時間は、激しい運動や入浴はできません（そのため、毎朝の服
用がお勧めです）。投与する前に激しく運動した場合は、十分落ち着いてから投与してくだ
さい。 

・投与後2時間以降に運動する場合でも、副反応に十分注意してください。 

 

 



通院の頻度： 

・初回診察後は、1週間後をめどに 1回受診してもらう必要があります（スケジュールの
都合で多少前後しても構いません）。 

・最初の頃は 1～2週間に 1回、安定したら 1カ月～2カ月に 1回の頻度で受診してもら
います。 

・引っ越しなどで当院への通院が難しくなった場合は、引っ越し先の近くの医療機関を紹
介して治療を引き継ぐことも可能です。 

 

副反応とその対策： 

・副反応の大半は治療開始時におこり、数日から数週間以内に治まります（初回投与直後
のアナフィラキシーは特に注意が必要ですので、初回は院内で投与します）。 

・一番多い副反応は、口の中（舌の下など）のかゆみ、腫れ、痛みなどの軽微な症状が多
く、たいていの症状は数時間以内に自然に治まります。 

・吐き気や胃がむかむかするなどの症状があれば、食事の前後の投与を控えてください。 

・それらの副反応の症状は投与前の抗アレルギー内服が有効です（舌下投与の 1時間以上
前に抗アレルギー薬を内服してもよいです）。 

・抗アレルギー薬を内服しても上記の症状が治まらない場合、息苦しさがある場合、顔の
腫れや蕁麻疹を認めた場合、症状が悪化する場合はすぐ受診してください。 

 

休薬の場合： 

・喘息の悪化、発熱、嘔吐が続いている場合 

・水分摂取ができない場合 

・予防接種を受けた当日 

・（小児の場合）抜歯した日、乳歯が生え変わり出血しているとき 

・宿泊、修学旅行、合宿など非日常な生活 

・上記の場合など、1～3日間の休薬であれば、その後、元の量で投与再開して構いませ
ん。1週間以上休薬した場合は相談ください。 

 

シダキュアとミティキュアを併用する場合： 

・1剤目の内服から 4週間たち、副反応を認めなければ併用できます。 

・1剤目を舌の下に置いて、1分間唾液をためてから飲み込み、続いて 2剤目を用意して
舌の下に置き、同様に 1分間唾液をためてから飲み込みます。 

・その後5分間、うがいや飲食はできません。 

・服用する前後2時間は激しい運動や入浴はできません。 
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